【書評】書評コーナーの新設にあたって--大学院教育の活性化と情報発信・質的調査の手引き　合言葉は他者理解--『質的社会調査の方法: 他者の合理性の理解社会学』 [書評]・“文化遺産開発" における考古学者と地域の関わり--『アンデスの文化遺産を活かす: 考古学者と盗掘者の対話』 [書評]・西欧中心主義からの脱却と国家の外の歴史--『グローバル・ヒストリーズ : 「ナショナル」を超えて』 [書評]・欧州ポピュリズムの生成メカニズム--『欧州ポピュリズム: EU 分断は避けられるか』 [書評]・飛び越える想像力の可能性--『ナショナリズムと想像力』 [書評] by 亀井 伸孝 et al.
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    【紹介】： 【要約】：【論点】：【雑感】＝ 1：4：4：1、または、1：4：3：2 など。
     二つ目の客観的な【要約】部分と、三つ目の説得的に自分の意見を表明する【論点】部分が重要。
表 1　書評のモデル（大学院「国際文化論」授業資料に基づき筆者作成）
124




























































































































































































































































































破壊に伴って破壊が進行しているという “ 自然による破壊 ”
の面が紹介されている。









































































































松田陽  . 2012.『入門パブリック・アーケオロジー』東京 : 
同成社 . 
関雄二 ・染田秀藤 . 2008.『他者の帝国 : インカはいかにし
て「帝国」となったか』京都 : 世界思想社 . 
西欧中心主義からの脱却と国家の外の歴史
上智大学アメリカ・カナダ研究所・イベロアメリカ研究所・ヨーロッパ研究所編 . 2018.




























































は第 9 章から第 11 章で構成され、ジェンダー、人種、環境
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『欧州ポピュリズム : EU 分断は避けられるか』である。著者
は、EU の法制度と政策を専門とし、慶應義塾大学大学院法
務研究所教授兼ジャン・モネ EU 研究センター所長を務める
庄司克宏氏である。主著としては『欧州の危機 : Brexit ショッ
ク』（2016 年、東洋経済新報社）、『はじめての EU 法』（2015
年、有斐閣）、『欧州連合：統治の論理とゆくえ』（2007 年、
岩波書店）などが挙げられる。














　第 2 章では、EU という存在がどのような性格を帯びて
いるのか、なぜポピュリスト政党から攻撃を受けるのかに













































プの勢力が伯仲している状況（第 1 党：215 議席、第 2 党：









　第 5 章では、欧州委員会が「欧州将来白書（White Paper 
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